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　本稿は，国立歴史民俗博物館総合展示第 1 室新構築事業（以下，第 1 室リニューアルと略）にお
ける 2012 年度の活動記録である。本稿の目的は，第 1 室リニューアルの準備状況や展示リニュー
アル委員会の概要を示すことで，現在の展示意図や構想，展示構成について可能な限り精緻な記録










　国立歴史民俗博物館（以下，歴博）は 1981 年に国立大学共同利用機関（1989 年に大学共同利用




と，という 2 つの機能を有してきた［平川 , 2013］。
　2004 年の法人化とともに，歴博は大学共同利用機関法人人間文化研究機構を構成する研究機関
の 1 つとなり，基幹としての存在意義をより一層明確にすることが各方面から求められた。そのた
め，2007 年に新たな理念と基本方針として，設置当初の 2 つの機能（博物館と大学共同利用機関
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という形態）を改めて立脚の原点と位置付け，新しい研究スタイル「博物館型研究統合」を提唱す






ニューアル基本計画」）を策定し，3 つの基調テーマ（生活史，環境史，国際交流）と 2 つの視点（多
様性，現代的視点）を設定した。この計画に基づいて，2008 年に第 3 展示室（近世），2010 年に第








　歴博が第 1 展示室を一般公開したのは 1983 年 3 月である（以下，第Ⅰ期展示）。その後，1984
年 3 月に沖ノ島の展示を公開し，1988 年に「日本文化のあけぼの」を公開した。以来，日本文化
のあけぼの，稲と倭人，前方後円墳の時代，沖ノ島，律令国家という 5 つのテーマに沿って日本列
島の原始・古代の特徴を展示してきた。第Ⅰ期展示の 10 年後となる 1994 年には第Ⅱ期展示の計画





た。2011 年度から 2012 年度にかけて本格的な準備作業が始まり，2012 年度には館内・館外の委員
から構成される展示リニューアル委員会が発足した。
　その後，近年の考古学研究の進展によって，総合展示に反映させる必要性が出てきた。歴博では
1993 年頃から土器に付いているススや煮焦げを対象に，高精度の AMS―炭素 14 年代測定を 5 千
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めざす。
　以上の基調テーマと視点を設定することによって，歴博では事業内容の統一化と具体化を図り，
円滑なリニューアルの実施を進めてきた。これまで第 3 展示室（2008 年），第 6 展示室（2010 年），
第 4 展示室（2013 年）をリニューアルし，一般公開している。
3　第 1 室リニューアルに関連するこれまでの活動
　総合展示第 1 室リニューアルは，2004 年「総合展示リニューアル基本計画」の策定後，他の展
示室とともに準備が始まり，2011・2012 年度から本格的な活動が始まった。2012 年度には，館内・
館外合わせて 26 名の委員から構成される展示リニューアル委員会が発足した。総合展示リニュー











基盤研究「縄文時代の高精度編年研究」（1997 ～ 1999 年度）
基盤研究「高精度年代測定法の活用による歴史資料の総合研究」（2003 ～ 2005 年度）
基盤研究「歴史資料研究における年代測定の活用法に関する総合研究」（2006 ～ 2008 年度）
基盤研究「歴史・考古資料研究における高精度年代論」（2009 ～ 2011 年度）
（2）旧石器・縄文・弥生時代に関する共同研究
基幹研究「旧石器時代の環境変動と人間生活」（2009 ～ 2011 年度）
基幹研究「農耕社会の成立と展開―弥生時代像の再構築―」（2009 ～ 2011 年度）
基幹研究「先史時代における社会複雑化・地域多様化の研究」（2012 ～ 2014 年度）
基盤研究「縄文・弥生集落遺跡の集成的研究」（2005 ～ 2007 年度）
個別共同研究「愛媛県上黒岩遺跡の研究」（2007 ～ 2009 年度）
個別共同研究「東アジア先史時代の定住化家庭の研究」（2007 ～ 2009 年度）
開発型共同研究「縄文時代の人と植物の関係史」（2010 ～ 2012 年度）
（3）古墳時代・古代に関する共同研究
　基幹研究「6 世紀墓制にみる倭の対外交流と文化変容の比較」（2005 ～ 2007 年度）
　基幹研究「『三国志』魏書東夷伝の国際環境」（2005 ～ 2007 年度）　
基幹研究「古代における生産権力とイデオロギー」（2005 ～ 2007 年度）
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基幹研究「交流と文化変容に関する史的研究」人間文化研究機構連携研究（2005 ～ 2009 年度）
基幹研究「新しい古代像樹立のための総合的研究」（2009 ～ 2011 年度）
基幹研究「古代における文字文化形成過程の総合的研究」（2010 ～ 2012 年度）
基幹研究「東アジアにおける倭世界の実態」（2010 ～ 2012 年度）
基幹研究「古代地域社会の実像」（2012 ～ 2014 年度）
基盤研究「建築と都市のアジア比較文化史」（2009 ～ 2011 年度）
基盤研究「古代日本と古代朝鮮の文字文化に関する基盤的研究」国際共同研究（2009～2012年度）
個別共同研究「律令国家転換期の王権と都市」（2002 ～ 2004 年度）
準備研究「古代における文字文化の形成過程の基礎的研究」（2008 ～ 2009 年度）
「総合展示第一室新構築に向けての準備研究」（2011 年度）
「正倉院文書の高度情報化研究」人間文化研究機構連携研究（2010 ～ 2014 年度）
（4）環境史・生活史に関する共同研究






























































基盤A「ヒノキ・スギ等の年輪年代による炭素 14 年代の修正」（佐原眞他，1999 ～ 2001 年度）







































基盤A「ヒノキ・スギ等の年輪年代による炭素 14 年代の修正」（佐原眞他，1999 ～ 2001 年度）




豊弘他，2004 ～ 2008 年度）
基盤 A 「霞ヶ浦沿岸花室川流域の旧石器文化の研究」（西本豊弘他，2009 ～ 2011 年度）
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は 3 万 7 千年前から 10 世紀までを扱うが，展示テーマを時代ごとに区分するのではなく，東アジ
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図2　第1室の展示見取図と各展示スペースの様子（2013 年 4 月撮影）
プロローグ


















　2013 年 4 月時点での展示テーマ案は下記のとおりであり，基本構成の平面図案は図 3のとおり
である。






































　2013 年 4 月時点での展示テーマ案は下記のとおりであり，基本構成の平面図案は図 3のとおり
である。













































































































　・2012 年 8 月 18 日・19 日
議事：代表・副代表の選出，総合展示第 1室リニューアルの経緯説明，各テーマの展示構成案
の検討




　・2012 年 8 月 30 日，10 月 1 日・29 日，11 月 19 日，12 月 10 日，2013 年 2 月 18 日，3月 11 日
議事：各テーマの展示構成案・展示資料の検討，予算申請の検討，今後の実施計画について
【総合展示リニューアル運営会議】（筆者は第 5回より参加）
　第 5回　9月 28 日
　・第 1回リニューアル委員会の協議内容についての報告
　第 6回　10 月 26 日
　・第 1回リニューアル委員会の結果を受けた館内委員会の予定について
　第 7回　11 月 16 日
　・10 月 29 日の館内委員会についての報告
　第 8回　12 月 28 日
　・第 2回リニューアル委員会の実施予定について
　第 9回　1月 25 日
　・第 2回リニューアル委員会の協議内容についての報告，2013 年度の活動予定（各テーマにお
ける詳細な検討，2回のリニューアル委員会の実施）について
　第 10 回　3月 1日
　・展示構成・予算の検討結果についての報告，展示工事の〆と開室予定について
　第 11 回　3月 22 日
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　・展示構成・予算・大型模型の保管場所等の検討結果についての報告
2）　今後の活動予定


















　林 部 　 均　国立歴史民俗博物館　研究部考古研究系　教授（副代表）
　上 野 祥 史　国立歴史民俗博物館　研究部考古研究系　准教授
　小 倉 慈 司　国立歴史民俗博物館　研究部歴史研究系　准教授
　工藤雄一郎　国立歴史民俗博物館　研究部考古研究系　准教授
　鈴 木 卓 治　国立歴史民俗博物館　研究部情報資料研究系　准教授
　高 田 寛 太　国立歴史民俗博物館　研究部考古研究系　准教授
　西 谷 　 大　国立歴史民俗博物館　研究部考古研究系　教授
　仁 藤 敦 史　国立歴史民俗博物館　研究部歴史研究系　教授
　村 木 二 郎　国立歴史民俗博物館　研究部考古研究系　准教授
　山 田 康 弘　国立歴史民俗博物館　研究部考古研究系　准教授
　渋 谷 綾 子　国立歴史民俗博物館　研究部　特任助教
　大 塚 宜 明　国立歴史民俗博物館　機関研究員（2013 年 6 月～）
＜館外＞
　小 畑 弘 己　熊本大学文学部　教授
　亀 田 修 一　岡山理科大学総合情報学部　教授
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　川 尻 秋 生　早稲田大学文学学術院　教授
　設 楽 博 己　東京大学文学部・大学院人文社会系研究科　教授
　瀬 口 眞 司　公益財団法人滋賀県文化財保護協会　企画調査課　副主幹
　谷 口 康 浩　國學院大學大学院文学研究科　教授（2013 年度から委嘱）
　堤 　 隆　浅間縄文ミュージアム　主任学芸員
　菱 田 哲 郎　京都府立大学文学部　教授
　松 木 武 彦　岡山大学文学部・大学院社会文化科学研究科　教授
　森 　 公 章　東洋大学文学部　教授
　吉 田 　 広　愛媛大学ミュージアム　准教授
　若 狭 　 徹　高崎市教育委員会文化財保護課　係長
　若 林 邦 彦　同志社大学歴史資料館　准教授
8　おわりに
　2012 年度は第 1 室リニューアル委員会を開催した 8 月以降に具体的な作業，特に展示構成案や
展示資料の検討，予算の調整などの活動が本格的に始まった。また 2012 年度末には 2014 年度概算
要求の調整も行った。
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